
　　

　寒さの厳しい時期ですね。風邪など

ひかれておりませんか？

　１月１日に石川県能登半島を震央として発

生した「令和６年能登半島地震」には、大き

な衝撃を受けました。被害に合われた方々を

思い、心を痛めるばかりです。一日も早い復

興を祈っています。

　2011年の東日本大震災以来、私たちは「復

興、防災、鎮魂」を念頭に歩んできました。

みやこハーバーラジオは本市のコミュニティ

ＦＭ局として、普段は地域に根差した放送を

お届けしていますが、災害が発生した時こそ、

その力を発揮する機会だと考えています。

　みやこハーバーラジオでは、毎月第１、第

３月曜日に朝、昼、夕方の生放送の中で、災

害に関連する情報を紹介しています。「宮古

市総合防災ハザードマップ」や「みんなの防

災手帳 岩手県版」の内容を抜粋し災害が発

生しても冷静に行動できるよう、その“備え”

として何が必要なのかをお伝えしています。

　皆さんも今一度、避難用持ち出し袋の準備

やその中身を確認するなどしてみてはいかが

でしょうか。いざという時はラジオなどの情

報の確保も大切です。

ススタタジジ オオ かからら

●「みやこハーバーラジオ」放送中！

　FMラジオ【82.6MHz】

●インターネットの「リスラジ（ListenRadio)」

（Ahttp://listenradio.jp)や「サイマルラジオ」

（Asimulradio.info/)でもお聴きいただけます。

　スマートフォンでは、無料アプリ「リスラジ

（ListenRadio)をダウンロードし聴くことができます。

※川井地域は川井テレビ（11ch）で放送中です

●X（旧Twitter）アカウント「@miyakofm」

●Instagramアカウント「miyako_harbor_radio」

●お便り・ファクス・メールお待ちしています

　〒027−0076 宮古市栄町４番地 三陸鉄道本社１階

　みやこハーバーラジオ宛て

　℻77−3936　　C826@miyakofm.com

■問い合わせ　宮古エフエム放送（☎77−3399）
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〔広告〕

◆次の季題「クロッカス」「寒
かん

明
あ

ける」※２月６日㈫必着

◆応募は一人３句までです。◆いただいた句を添削する

ことがあります。◆はがきまたは封書で、句のほかに住

所、氏名、ふりがな、電話番号を書いて、〒027−8501（住

所不要）宮古市役所「広報みやこ」係へ応募してください。

◆今回の投稿者は26人でした。ありがとうございました。

【選者より】○季語は一句に一つが基本です。歳時記をご参照ください。

○住所、氏名、電話番号を書いてください。○小中高生の作品歓迎。

◇選者詠「老犬に合わせる散歩冬うらら　白沙」
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　広報みやこでは、掲載を希望する広告を随時募

集中です。詳しくは市ホームページ（Chttps://

www.city.miyako.iwate.jp/kikaku/

koho/kohomiyakokoukokubosyuu.html）

をご覧ください。

■規格　縦45㍉×横81㍉

■問い合わせ　市企画課広報係（市役所４階、☎

68-9065）

〔広告〕

ふるさと博物館

市教育委員会文化課　編
津軽石の郷土芸能と鮭漁

　毎年11月末に津軽石郷土芸能祭が行われ、栄
さかえ

通
どおり

太鼓・

新
しんまちだいかぐら

町太神楽・根井沢剣舞・津軽石さんさ踊り・法
のり

の脇獅

子舞が披露されています。そして、どの団体も８月16日

に行われる津軽石稲荷神社の祭りで神
み こ し

輿の御
お と も

供をして、

踊りを奉納しています。小中学生も参加し、地域が一体

となる祭りです。この祭りは、大漁成就の神様「アンバ

サマ」を奉る祭りで、特に鮭の豊漁を願ってきました。

　鮭のまち津軽石は、江戸時代から津軽石川で鮭
さけ どめ りょう

留漁を

行い、江戸に出荷されたものは「南部鼻曲り鮭」として

有名になりまし

た。

　昔から鮭に恵

まれ、共に生き

てきた津軽石地

区ですが、実は

明治時代になっ

てから漁業制度

が変わり、自分たちで鮭漁ができなくなります。明治末

期に人工ふ化を条件に鮭漁が許可される制度になり、全

国に先駆けて人工ふ化に取り組んでいた津軽石村漁業組

合として、再び鮭漁を行うことが認められました。

　このことを機に、鮭の大漁を願ってアンバサマをまつ

り、津軽石地域をあげて祭りが行われるようになりまし

た。津軽石の郷土芸能は、大正時代にアンバ祭りに参加

して現在の形になり、これまで踊り継がれてきたと言わ

れています。

アンバ祭りで踊る法の脇獅子舞神輿を迎える新町太神楽 アンバ祭りで踊る津軽石さんさ

市
長
の

市
長
の
ひ
と
り
言

ひ
と
り
言

〔広告〕

　

令
和
６
年
は
、
宮
古
・
田
老
・
新
里
・
川
井
の

４
地
域
で
新
年
交
賀
会
や
新
春
の
集
い
が
開
か
れ

ま
し
た
。
特
に
、
田
老
・
新
里
・
川
井
で
の
開
催

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
振
り
の
開
催
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
地
域
の
皆
様
の
お
顔
を
見
て
、
お
話

し
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
今
年
も
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
と
、
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
ど
の
地
域
で
も
聞
こ
え
て
き
た
の
が
、

１
月
１
日
に
発
生
し
た
、
能
登
半
島
地
震
に
対
す

る
、
お
悔
や
み
や
、
お
見
舞
い
の
言
葉
で
し
た
。

宮
古
市
で
は
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
自
分
ご
と
の
よ
う
に
心
を
痛

め
て
い
る
様
子
で
し
た
。
私
も
、
連
日
報
道
さ
れ

て
い
る
被
災
し
た
ま
ち
の
様
子
を
見
て
、
13
年
前

の
宮
古
の
風
景
が
思
い
出
さ
れ
、
い
た
た
ま
れ
な

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
義
援
金
を
受
け
付
け
る
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
物
資
の
支
援
や
人
的
支

援
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
被

災
し
た
方
々
が
、
１
日
も
早
く
、
心
休
ま
る
生
活

に
戻
る
こ
と

が
で
き
る
よ

う
、
関
係
機

関
と
連
携
し

な
が
ら
、
精

一
杯
の
お
力

添
え
を
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

１月７日の「田老地区新春のつどい」で
鏡開きをする山本市長（右から３番目）




